
問　

第
６
次
総
合
計
画
で

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
と
い
う

新
た
な
理
念
が
打
ち
出
さ

れ
た
が
「
真
に
村
民
が
主

体
と
な
っ
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」
と
の
関
連

性
と
具
体
的
な
施
策
は
。

答　

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に 

『「
輝
く
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｉ

つ
な
が
る
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」

～
共
に
生
き　

共
に
育
つ　

し
な
や
か
で
活
力
あ
る
ま

ち
～
』
を
掲
げ
た
。
「
人

づ
く
り
」
を
計

画
の
核
と
し
、

分
野
横
断
的
な

つ
な
が
り
を
重

視
し
、
施
策
ご 

と
の
方
向
性
を

示
し
て
い
る
。

新政とうかい

舛
ます

井
い

　文
ふみ

夫
お

　議員

問 まちづくりの具体的施策は

答 人づくりのための基盤整備を行う

持続可能なまちづくりを
のぞむ

具
体
的
施
策
は
実
施
計
画

に
位
置
付
け
、
人
づ
く
り

に
関
す
る
施
策
や
基
盤
整

備
等
を
行
う
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
村
内

の
人
づ
く
り
の
取
組
や
地

域
に
お
け
る
活
動
に
影
響

が
出
て
い
る
。
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

東
海
村
の
素
晴
ら
し

い
点
は
ふ
れ
あ
い
と
支
え

合
い
。
人
が
集
ま
れ
る
機

会
、
ふ
れ
合
え
る
機
会
を

何
と
か
つ
く
ら
な
い
と
、

ま
す
ま
す
地
域
は
疲
弊
し

て
し
ま
う
。
地
域
の
皆
さ

ん
の
主
体
的
な
活
動
を
、

村
と
し
て
応
援
し
て
い
く
。

ま
た
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ

か
り
と
講
じ
た
上
で
、
村

が
率
先
し
て
イ
ベ
ン
ト
や

講
演
会
を
行
っ
て
い
く
。

問　

原
電
は
津
波
対
策
と

し
て
発
電
所
の
周
辺
を
高

さ
20
ｍ
、
全
長
約
1.7
㎞
の

防
潮
堤
を
整
備
し
て
い
る
。

こ
の
想
定
津
波
に
よ
る
本

村
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

本
村
へ
の
津
波
の
影

響
に
関
し
て
は
、
茨
城
県

が
検
討
、
公
表
し
た
茨
城

沿
岸
津
波
浸
水
想
定
に
お

い
て
、
津
波
水
位
が
4.3
ｍ 

～
10
．９
ｍ
、
津
波
最
大

遡
上
高
は
12
．３
ｍ
と
さ

れ
、
河
川
沿
い
や
低
地
部

の
津
波
浸
水
測
範
囲
を
想

定
し
て
い
る
。
過
去
の
実

態
に
応
じ
た
Ｌ
２
レ
ベ
ル

の
津
波
へ
の
対
応
は
、
ハ 

ー
ド
対
策
で
は
な
く
高
所

避
難
等
の
ソ
フ
ト
対
策
を

図
っ
て
い
く
。

問　

原
子
力
セ
ン
タ
ー
構

想
の
実
現
を

答　

第
６
次
総
合
計
画
で

も
事
業
継
続

 

問　

本
村
の
誇
り
あ
る
政

策
で
あ
る
原
子
力
セ
ン
タ 

ー
構
想
は
、
第
６
次
総
合

計
画
に
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
て
い
る
か
。

答　

最
先
端
科
学
が
集
積

す
る
本
村
の
特
性
を
生
か

し
て
、
原
子
力
人
材
育
成

確
保
協
議
会
を
中
心
に
原

子
力
関
連
企
業
雇
用
の
育

成
、
新
産
業
の
創
出
や
若

手
研
究
者
へ
の
支
援
、
サ

イ
エ
ン
ス
講
座
な
ど
の
開

催
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

村
むら

上
かみ

　孝
たかし

　議員

問 原電の防潮堤に係る津波対策は

答 ハード的対応ではなく避難誘導を

津波対策は防潮堤のみならず
村内の橋も重要

一

般

質

問
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